奈良県身体障害者補助犬貸与事業実施要綱
（趣旨）

第１条　　この要綱は、重度視覚障害者、重度肢体不自由者及び重度聴覚障害者（以下「身体障害者」という。）に対して身体障害者補助犬法（平成１４年法律第４９号）第２条に規定する身体障害者補助犬（以下「補助犬」という。）を貸与することによって、身体障害者の自立と社会参加を促進し、もって福祉の向上を図るための奈良県身体障害者補助犬貸与事業を実施するに当たり必要な事項を定めるものとする。

（貸与対象者）

第２条　　補助犬の貸与対象者は、次の要件を備えた者とする。

(1)　身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定による身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が身体障害者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）別表第５号に定める次のいずれかの障害を有する者

　　　ア　 視覚障害１級

　　　イ　 肢体不自由１級又は２級

　　　ウ  聴覚障害２級　

(2)　県内に１年以上居住する満１８歳以上の者

(3)　補助犬を使用することにより就労等社会活動への参加の促進に効果が認められる者

(4)　所定の訓練を受け、本人又は世帯において補助犬を適切に管理することができる者

(5)　障害者支援施設又はこれに類する施設に入所をしていない者

(6)　自己の所有に係る家屋以外の家屋に居住する者にあっては、その家屋の所有者又は管理者から補助犬の飼育についての承諾を得ることができる者

２　　前項第１号アからウまでのいずれかに該当する場合に貸与する補助犬は、それぞれ次のとおりとする。

(1)　前項第１号アに該当する場合　　盲導犬

(2)　前項第１号イに該当する場合　　介助犬

(3)　前項第１号ウに該当する場合　　聴導犬

（実施方法）

第３条　　補助犬の貸与は、前条第１項各号に規定する要件を備えた者からの申請に基づき知事が補助犬を貸与する候補者（以下「貸与候補者」という。）を決定し、身体障害者福祉法第３３条に規定する盲導犬訓練施設を経営する事業を行うもの又は同法第４条の２第３項に規定する介助犬訓練事業若しくは聴導犬訓練事業を行うもの（以下「訓練事業者」という。）が補助犬を育成し、身体障害者に貸与することによって行うものとする。

（申請）

第４条　　補助犬の貸与を受けようとする者は、身体障害者補助犬貸与申請書（第１号様式）、誓約書（第２号様式）及び身体障害者補助犬貸与意見書（第３号様式）を居住地を管轄する福祉事務所長又は町村長（以下「福祉事務所長等」という。）に提出するものとする。

（調査等）

第５条　　前条の規定による申請書を受理した福祉事務所長等は、第２条に規定する貸与対象者の要件についての該当の有無その他必要な調査を行い、身体障害者補助犬貸与調査書（第４号様式）を作成し、意見を付して知事に提出するものとする。

（貸与候補者の選考）
第６条　　知事は、前条の規定により提出された書類の内容を審査し、必要に応じ調査を行い、貸与候補者を選考し、選考結果を身体障害者補助犬貸与候補者決定（不承認）通知書（第５号様式）により福祉事務所長等を経由して申請者に通知し、貸与候補者として決定した場合は、身体障害者補助犬貸与候補者選考結果通知書（第６号様式）により貸与候補者が希望する訓練事業者に選考結果を通知するものとする。

（訓練の実施等）

第７条　前条の規定による選考結果の通知を受けた訓練事業者は、身体障害者補助犬育成計画書（第７号様式）を知事に提出し、貸与候補者は、所定の訓練を受けるものとする。
２　前項に規定する訓練を経て厚生労働大臣が指定する認定法人が身体障害者補助犬法第１６条第１項に定める認定を完了した後、訓練事業者は、身体障害者補助犬育成完了報告書（第８号様式）を知事に提出するものとする。

（貸与者の決定）

第８条　　知事は、前条の規定による報告を受けた後、貸与者の決定を行い、その旨を身体障害者補助犬貸与決定通知書（第９号様式）により貸与候補者に通知するものとする。

２　　前項の規定による貸与決定の通知を受けた者（以下「借受者」という。）は、当該通知書を呈示して、訓練事業者から補助犬を受領するものとする。

（貸与条件）

第９条　　前条第２項に規定する借受者は、次に定める事項を遵守しなければならない。

(1)　補助犬を虐待し、又は放置してはならないこと。

(2)　補助犬に必要な食事を与え、衛生面に配慮し、善良なる管理者の注意をもって健康管理を行わなければならないこと。

(3)　補助犬を売却し、担保に供し、又は第三者に貸し付けてはならないこと。

(4)　補助犬の排便を適切な方法で処理すること。

(5)　補助犬の飼育及び管理に際しては、訓練事業者の指示に従うとともに、身体障害者補助犬法その他関係法令を遵守すること。

（費用の負担）

第１０条　　奈良県身体障害者補助犬貸与事業に要する費用負担は、次のとおりとする。

(1)　合同訓練を受けるために要する費用は、貸与候補者の負担とする。

(2)　貸与後の補助犬の飼育管理等に要する費用は、借受者の負担とする。
附　則

この要綱は、平成２４年　４月　１日から施行する。

附　則

この要綱は、令和　４年　４月　１日から施行する。

第１号様式
年　　月　　日　　
奈良県知事　　殿
（申請者） 住　　　所

　　　　   氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  生年月日　 　   年　 　月　　 日生　（　　　歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
身体障害者補助犬貸与申請書

身体障害者補助犬の貸与を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

記

	希望する補助犬の種類
	１　盲導犬　　　２　介助犬　　　３聴導犬

	希望する訓練事業者
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

	本人の状況
	身体障害者

手　 　　　帳
	番　　号
	県・市　第　　　　　号
	種別

等級
	　　　　　　種

　　　　　　級

	
	
	交付年月日
	　　年　　月　　日交付
	
	

	
	
	障　害　名
	

	
	職　業

勤　務　先
	

	世帯構成
	続　柄
	氏　名
	年　齢
	職　業

	
	世帯主
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	住居の状況
	１　自宅　　　　　２　県営住宅　　３　市町村営住宅　　４　公団公社住宅

５　民営住宅　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	合同訓練の経費等の自己負担
	可　・　否
	補助犬の飼育
	可　・　否

	補助犬を必要とする理由
	

	保　証　人


	氏名　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　年　　月　　日生　　　
住所　　　　　　　　　　
職業　　　　　　　　　　　　　　申請者との関係

	補助犬飼育に係る承諾
※自己の所有に係る家屋以外の家屋に居住する者については、家屋の所有者又は管理者から右欄に承諾を得てください。
	申請者に係る補助犬の飼育について、承諾します。

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　


※　身体障害者手帳の写し、住民票抄本、誓約書（第２号様式）、希望する訓練事業者による身体障害者補助犬貸与意見書（第３号様式）を添付してください。
第２号様式

誓　　　約　　　書

身体障害者補助犬を貸与された際は、訓練事業者の指示に従うとともに、奈良県身体障害者補助犬貸与事業実施要綱、身体障害者補助犬法その他関係法令を遵守することを誓約します。
　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請人住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

奈良県知事　　　殿
第３号様式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※訓練事業者が作成してください。
身体障害者補助犬貸与意見書

	補助犬の種類
	　１　盲導犬　　　　２　介助犬　　　　３　聴導犬

	申 請 者

氏 名
	
	男　・　女

	生年

月日
	      年　　　月　　 日生

　　　　　　　（　　　　　　歳）

	申 請 者

住 所
	　電話（　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　

	補助犬飼育に係る基本的知識
	１　有　　　　２　無　　　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	補助犬の飼育行為
	本人 ( １　可　　２　否 )

	本人以外の飼育者　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	　　　　　　　　　　　　）

	補助犬の役割理解
	１　可

２　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

	補助犬の健康管理等
	獣医師等による予防接種及び検診の必要性の理解

　１　有　　　　　２　無

	補助犬使用の適否
	　１　適

　２　否　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	意見（貸与の必要性等）
	

	当該貸与候補者に係る補助犬育成
の可否
	１　可

２　否 （理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　）




       　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訓練事業者の長）

　　　　　　　　　　　　　　
第４号様式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※福祉事務所長又は町村長が作成してください。
身体障害者補助犬貸与調査書

市町村名

調査員職氏名

	適当と思われる補助犬の
種類
	　１　盲導犬　　　　２　介助犬　　　　３　聴導犬

	氏　  名
	
	男　・　女

	生年

月日
	      年　　　月　　 日生

　　　　　　　（　　　　　　歳）

	住　　所
	　電話（　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　　（県内での居住期間　　　　年　　　ヶ月）

	身体障害者手帳
	県 ・  市   　第       　　　　号

　交付年月日　　年　　月　　日　　　　
	障害等級
	　　　　　種　　　　級

	
	障害名      視覚障害　・　肢体不自由　・　聴覚障害

	社会活動への参加状況
	１　就労中又は就労確定（就労先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　）

　　　※職場での補助犬受入　　

　可　・　未定　・　否　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　           　　）

２　就学中又は就学確定（就学先：　　　　　　　　　　　　　　 　　         　　　　）

３　その他社会参加活動（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　 　）　

	居住環境
	１　持家　　　　２　借家　　　 ３　借間

４　公営住宅　５　公団住宅 ６　その他
	建物の建て方

１　一戸建　　２　共同住宅　　３　その他

犬の飼育場所

１　有　（　　　　　　　　　　　   　　　　　　）
２　無

	
	室内での動物飼育の可否

１ 全ての動物可　２ 小型動物のみ可

３ 不明　　４ その他（　　　　　　　　）
	

	家庭環境
	１　独居　　　２　同居家族あり

	
	補助犬使用についての家族の理解　　

１　有　　　２　無（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

	
	主な介助者
	介助内容

	外出状況
	外出目的：
外出頻度：

外出距離：

外出手段：

	移動手段と

程度
	□歩行       　（程度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□杖　　　　　　  （程度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□手動車椅子  （程度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　

□電動車椅子  （程度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　

□自動車の運転（程度：　　                                            ）　　　　　　　　　　　　　　　

□現在使用の補装具（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

□その他の手段（内容：　　　　　　　　　　　　　）（程度：　　　　　　　　　　　　　　 　　）　

	主なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ方法

（聴導犬の場合）


	表出手段  □ 音声言語　　　　　
· 手話　　　

· 書字　

· その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	
	理解方法  □ 聴力 （　補聴器　・　人工内耳　）

· 手話

· 口話

· 読解

□ その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	合同訓練に要する経費及び貸与後の飼育経費の負担
	１　可　    　２　否

	意      見

（貸与の必要性等）
	


　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉事務所長又は町村長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（第４号様式補足調査書）
介助犬又は聴導犬の利用ニーズについて

１　介助犬
	補　　　助　　　動　　　作
	意 　見

	（※希望欄には、希望する場合は○を、希望しない場合は×を記入）
	希望
	

	①物の拾い上げ及び運搬（例：財布、コイン、鞄、切符等）
	
	

	②特定の物を手元に持ってくる。
	
	

	③ドアの開閉
	
	

	④スイッチの操作（例：照明、エアコン、緊急通報システム等）
	
	

	⑤起立及び体位変換時の介助
	
	

	⑥車椅子への移乗介助
	
	

	⑦歩行介助及び姿勢介助
	
	

	⑧階段昇降の介助
	
	

	⑨車椅子の牽引等
	
	

	⑩衣服、靴等の着脱
	
	

	⑪緊急時の連絡手段確保
	
	

	⑫その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


２　聴導犬
	補　　　助　　　動　　　作
	意 　見

	（※希望欄には、希望する場合は○を、希望しない場合は×を記入）
	希望
	

	①目覚まし時計の音を知らせる。
	
	

	②各種タイマーの音を知らせる。
	
	

	③電話・ファクシミリの音を知らせる。
	
	

	④やかんの沸騰等、調理に関する音を知らせる。
	
	

	⑤子どもの泣き声等を知らせる。
	
	

	⑥自動車、自転車等の接近を知らせる。
	
	

	⑦緊急時のサインを知らせる。
	
	

	⑧使用者を呼ぶ声を知らせる。
	
	

	⑨来客などのノック、チャイム等を知らせる。
	
	

	⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


第５号様式
第          号 

　　年　　月　　日

　申請人 住所

 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　様

     奈良県知事　　　

身体障害者補助犬貸与候補者決定（不承認）通知書

　　年　　　月　　　日付けで申請のあった身体障害者補助犬の貸与について、下記のとおり決定したので通知します。

記

（決定の場合）
身体障害者補助犬貸与候補者として決定しました。
奈良県身体障害者補助犬貸与事業実施要綱第７条に規定する訓練を受けていただきますので、下記の身体障害者補助犬訓練事業者の指示に従ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

	訓練事業者　名　　称
	　

	　 所 在 地　
	

	 　

　連　絡　先
	


（不承認の場合）

身体障害者補助犬の貸与は、不承認となりました。

（理由）

第６号様式
第　　　　　号　　

　　　　　年　　月　　日　　

（訓練事業者の長）

様

奈良県知事　

身体障害者補助犬貸与候補者選考結果通知書
身体障害者補助犬（以下「補助犬」という。）の貸与について、下記の者から申請があり、貸与候補者として決定しました。
当該貸与候補者は、貴訓練事業者での補助犬育成を希望していますので、下記の者への貸与に係る補助犬育成を実施される場合は、身体障害者補助犬育成計画書（第７号様式）を当方まで御提出願います。
なお、訓練終了後、厚生労働大臣が指定する認定法人による身体障害者補助犬法第１６条第１項に規定する認定を経て、下記の貸与候補者に対して補助犬を貸与することとなりますが、その場合は、本県から貴訓練事業者に対して別途定める手続により補助犬育成に係る費用の助成を行うこととなります。

記

	補助犬の種類
	１　盲導犬　　　　２　介助犬　　　　３　聴導犬

	貸与候補者
	氏　　　　名
	
	男・女
	生年

月日
	

	
	住　　　所
	

	
	身体障害者手帳
	障害等級
	　　　　　種　　　　級

	
	
	障　害　名
	視覚障害　・　肢体不自由　・　聴覚障害



	
	職　　　業

勤　務　先
	

	備　　考
	


第７号様式
　　年　　月　　日　

　奈良県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訓練事業者の長）

　　　　　　　　　　　　　　
身体障害者補助犬育成計画書

　　年　　月　　日付け    第　　　　号で依頼のあった貸与候補者に係る身体障害者補助犬の育成につきましては、下記のとおり実施する予定です。

　

記

	貸与候補者名
	

	補助犬の種類


	

	合同訓練期間

（予定）
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	補助犬引渡し期日

　　 （予定）
	　　年　　月　　日

	備　　考
	


第８号様式
　　年　　月　　日　

　奈良県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訓練事業者の長）

　　　　　　　　　　　　　　
身体障害者補助犬育成完了報告書

　　　年　　月　　日付け　　　第　　　　号で提出した身体障害者補助犬育成計画書のとおり身体障害者補助犬の育成が完了しましたので、下記のとおり報告します。

記

	貸与候補者名
	
	補助犬の
種類
	盲導犬 ・ 介助犬 ・ 聴導犬

	合同訓練期間
	　　 年　　　月　　　日　～　  　　年　　　月　　　日

	認定を行った

指定法人　　
	
	認定番号
	

	
	
	認定年月日
	　　　　　年　　　月　　　日

	犬　　　　名
	
	登録番号
	

	  犬　　　種


	
	生年月日
	

	  性　　　別


	
	　毛　　　色
	

	　高　　　さ


	
	　特　　　徴
	

	　

貸与（予定）日


	      年　　　月　　　日 
	引渡し（予定）場所
	


第９号様式

第          号 
　　年　　月　　日

　申請人 住所

 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　様
     奈良県知事　　　

身体障害者補助犬貸与決定通知書

　　　　年　　　月　　　日付けで申請のあった身体障害者補助犬の貸与については下記のとおり決定したので、通知します。

記

	補助犬の種類
	盲導犬 ・ 介助犬 ・ 聴導犬
	犬　　名
	

	狂犬病予防法施行規則第４条に規定する

登録番号
	

	認定を行った

指定法人　　
	
	認定番号
	

	
	
	認定年月日
	　　　　　年　　　月　　　日

	  犬　　　種


	
	生年月日
	

	  性　　　別


	
	　毛　　　色
	

	　高　　　さ


	
	　特　　　徴
	

	貸与年月日
	          年　　　月　　　日

	引渡し場所
	


